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Ascella Biosystems Inc.、 

感染症診断技術の開発に向けて研究助成金を獲得 

 

Ascella Bio JAPAN 株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：鈴木 貴紘、以下

「Ascella Bio JAPAN」）の完全親会社である Ascella Biosystems Inc. (本社：米国サンフ

ランシスコ、CEO ：Deepak Boggavarapu)は、この度、米国国立衛生研究所（NIH）の

RADx（Rapid Acceleration of Diagnostics）プログラムから（60 万ドルの）助成金を獲

得しました。この資金は、COVID-19 をはじめとする複数の呼吸器病原体を迅速に検出

する革新的診断技術「AscellaOne」（旧：Ascella Real Time System）の開発に向けた重

要な支援となります。 

 

RADx プログラムは、COVID-19 パンデミックに対する迅速な対応を目的とし、

COVID-19 や他の感染症の診断技術の開発と普及を加速させるために設立されました。

Ascella Biosystems Inc. が開発中の「AscellaOne」診断システムは、ポータブルであり

ながら極めて高精度かつ高速な診断、感染症の早期発見と迅速な治療を可能にするもの

で、特にパンデミック時の検査現場や在宅での使用を念頭に設計されています。このプ

ロジェクトでは、SARS-CoV-2 を超えてインフルエンザや RS ウイルスなど、他の重要

な呼吸器病原体にも対応する予定です。 

 

今回の助成金は、主に新たな呼吸器病原体パネルの設計・最適化、プライマー設計およ

び試薬の凍結乾燥技術の開発、さらにシステムの商業化や知的財産保護戦略の策定とい

った研究開発活動に充てられます。 

 

Ascella Biosystems の CEO である Deepak Boggavarapu は、 「NIH RADx プログラムか

らのこの助成金により、私たちの診断技術をさらに進化させ、世界中で感染症の拡大を

抑制するための貢献が可能となります。この技術は、COVID-19 に限らず、インフルエ

ンザや RS ウイルスなど、将来的なパンデミックや日常的な呼吸器疾患の診断にも大き

く貢献できるものです。このプロジェクトは、将来的に世界中のヘルスケアの現場に直

接的な影響を与えると確信しています」と述べています。 

 



 

Ascella Biosystems, Inc.の日本法人である Ascella Bio JAPAN は、米国親会社と連携し

て 「AscellaOne」診断システムの日本国内での商業化に向けた共同研究開発を行ってお

ります。アクセルマーク株式会社 （本社：東京都中野区、代表取締役社長：松川 裕史、

証券コード：3624、以下アクセルマーク）は、「AscellaOne」診断システムを利用した

日本国内でのビジネス展開を目的として、Ascella Biosystems Inc.に対し、2021 年、2023

年にそれぞれ 100 万ドルを出資しており、アクセルマーク代表取締役社長である松川

が Ascella Bio JAPAN の取締役に就任しております。 

 

Ascella Biosystems, Inc.、Ascella Bio JAPAN、アクセルマークの三社は、今後さらに連

携を強化して、米国・日本での商業化を加速させてまいります。 

 

Ascella Biosystems, Inc.は、POCTRN プログラムを通じて Cimit から支援を受けていま

す。Cimit および POCTRN は、RADx Tech プログラムの支援を受けており、米国国立

画 像 生 物 医 学 ・ 生 物 工 学 研 究 所 （ National Institute of Biomedical Imaging and 

Bioengineering）、NIH、および米国保健福祉省（Department of Health and Human 

Services）からの連邦資金（助成金番号 U54EB015408-08S）によって全額または一部が

賄われています。 

 

【Ascella Biosystems, Inc.について】 

AscellaBiosystems, Inc.は、米国サンフランシスコに本社を置く、感染症の診断技術を専

門とする医療機器スタートアップ企業です。私たちのミッションは、迅速で正確な診断

を通じて、パンデミックや感染症の広がりを制御するソリューションを提供することで

す。 「AscellaOne」の技術は、その使いやすさと信頼性で、家庭や医療機関での検査を可

能にし、診断の新しい基準の確立を目指しています。 

 

本件に関するお問い合わせ先: 

Ascella Bio JAPAN 株式会社 広報担当  

e-mail：info@ascella-bio.jp 

 

アクセルマーク株式会社 広報担当 

e-mail：press@axelmark.net 
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